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④瀬口波止

(1)第 41号

波
止
づ
く
し

東
海
岸
に
は
南
の
城
の
浦
と
北
の
■

手
崎

の
間

に
四
本

の
古

い
波
止

が
あ

り
、
南
側
三
本
の
波
止

の
付
け
根

に
は

満
潮
時
を
除

い
て
岩
盤
の
露
頭
が
現
れ

て
い
る
。

波
止
は
す
な
わ
ち
突
堤
で
あ
る
。
こ

こ
の
突
堤
は
形
式
を

「捨

て
石
式
傾
斜

堤
」
と
言

い
、
捨

て
石
を
合
形

に
積
み

上
げ
た
も
の
で
、
複
数
設
置
し
、
突
堤

祥
と
し
て
海
岸
侵
食
の
防
止
を
ｉ
目
的

と
す
る
が
、
船
溜
ま
り
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
の
波
止
の
築
堤
年
代
は
不
明
で

あ
る
が
、
町
の
古
老
の
話
で
は
子
供
の

時
か
ら
こ
こ
で
遊
ん
で
い
た
と
言
う
。

と
こ
ろ
で
、　
一
番
北

の
波
止
は
名
も

な
く
露
頭
も
な

い
が
、
こ
れ
は
新
し
い

波
止
の
故
で
あ
り
、
重
機
で
も
使

っ
て

黒
雲
母
片
岩
ま
で
掘
削
し
た
に
違

い
な

い
。二

番
目
は
新
波
止

（し
ん
ば
と
）
と
言

い
、
次
に
新
し
い
。
潮
が
引
け
ば
波
止

の
北
側
に
玄
武
岩

の
大
き
な
露
頭
が
し

っ
か
り
顔
を
出
す
。

三
番
目
は
古
波
止

（ふ
る
ば
と
）
で
最

も
市

い
。
こ
れ
も
同
じ
く
波
止
の
北
側

に
、
波
止
と
同
じ
方
向
の
北
西
―
南
束

の
走
向
で
黒
雲
母
片
岩

の
露
頭
が
細
長

く
伸
び
て
い
る
。

四
番
目
は
作

っ
た
人

に
向
来
し
て
、

瀬
田
波

≡
―に

（せ
ぐ
ち
ば
と
）
と
言
う
。
こ

こ
で
は
波
止
の
南
側
に
礫
岩
と
砂
岩
の

露
頭
が
顔
を
出
し
て
い
る
。

一
般
に
、
防
波
堤
や
突
堤
を
作
る
場

含
に
は
、
地
形
、
地
質
、
波
浪
、
潮
流
、

風
な
ど

の
自
然
条
件
が
重
視
さ
れ
る
。

し
か
し
、
当
時
と
し
て
は
、
海
岸
か
ら

れ
に
仲
び
る
堅
回
な
露
頭
の
存
在
を
依

り
処
と
し
て
築
堤
工
事
を
始
め
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
波
止
が
海
岸
線
に
斜
交
し
て

南
束
方
向
に
伸
び
て
い
る
の
は
、
北
か

ら
の
強

い
季
節
風
と
沿
岸
流

の
影
響
を

考
慮
し
た
先
人
の
知
恵
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
南
側
三
本
の
波
止

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
岩
盤
を
基
礎
と
し

て
い
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
岩
盤
は
「地
質
博
物
館
・能

古
島
ス

ー
）
の
地
質
図
及
び
そ
の
後

の

記
事
で
述

べ
て
は
来
た
が
、
繰
り
返
す

と
、
黒
雲
母
片
岩
は
能
古
島
の
基
盤
で

あ
り
、
礫
岩

・砂
岩
は
基
盤
を
覆
う
古
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第
二
紀
層
で
あ
る
。
ま
た
、
新
波
止
の

玄
武
岩
は
噴
火
日
の
火
道
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
本
の
波
止
は
、
我
が
「地

質
博
物
館
・能
古
島
」
の
目
玉
商
品
と
し

て
も
効
果
的
な
の
で
、
植
物
園
の
よ
う

に
、
各
地
点
の
露
頭
に
名
札
を
立
て
た

い
も
の
で
あ
る
。

牛
の
水

自
然
公
園

「
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
」
に

牛
の
水

こ
こ
と

い
う
所
が
あ
る
が
、
昔

こ
こ
に
牛

の
牧

こ
２
が
あ
り
、
牛

の
水

飲
み
場
と
し
て
小
さ
な
池

晨
ｏ
が
あ

っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
、
牧
の
神
公
園
の
高
台
を
流

域
と
し
て
西
海
岸
に
流
れ
る
狭
い
谷
間

を
堰
き
止
め
、
北
西
―
南
束
に
伸
び
る

堤
長
三
五

ｍ
、
堤
高
四
二
一
ｍ
の
堤
防

を
築
い
て
小
さ
な
た
め
池
が
作
ら
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
そ
の
上
流
側
法
面
の

中
腹
部
が
削
ら
れ
て
幅
二
・五

ｍ
の
道

路
と
な
り
、
さ
ら
に
堤
防
の
中
央
部
が

上
幅
三

ｍ
、
下
幅
二

ｍ
、
深
さ
三

ｍ
の

逆
台
形
に
開
削
さ
れ
た
た
め
に
水
が
溜

ま
る
こ
と
は
な
い
。

堤
防
を
切

っ
た
の
は
、
昭
和

一
〇
年

か
ら
た
め
池
の
傍
に
住
ん
で
い
た
関
武

雄
さ
ん
だ
が
、
大
雨
の
度
に
家
が
浸
か

る
の
で
切

っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
昭
和

一
五
年
に
こ
こ
に
移
り
住
ん
だ
久
保
田

の
お
婆
さ
ん
の
話
で
は
、
堤
防
の
下
流

約
五
Ｏ

ｍ
に
泉
が
あ
り
、
近
く
の
林
に

落
ち
葉
や
薪
取
り
に
来
た
人
の
憩
い
の

場
に
な

っ
て
い
た
と
言
う
。

な
お
、
「ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
」
の
創

始
者
で
あ
る
久
保
田
耕
作
さ
ん
は
、
こ

こ
に
「牛
の
水
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
水
源

確
保
の
目
処
が
つ
き
、

「
ア
イ
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
」
開
業
を
決
心
し
た
そ
う
だ
。

今
、
下
流
の
泉
に
は
小
さ
な
ポ
ン
プ

小
屋
が
設
置
さ
れ
、

「ア
イ
ラ
ン
ド
パ

ー
ク
」
の
水
源
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

⌒注
１
ヽ
筑
前
国
続
風
上
記
拾
遺
』
に
、
「牧
跡
の
中
に

小
池
あ
り
、
年

の
水
と
い
う
。
牧
年
の
為
に

掘
り
し
池
と
い
う
」
と
記
載
。

（注
２
と
延
喜
式
』
に
、
「筑
前
日
能
臣
嶋
牛
牧
よ
巻
二

十
八
兵
部
省
の
章
）
と
記
載
。

（注
３
）
平
成
五
年
度
に
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
、
年
の
水
の
堤
体
構
造
の
把
握
を
目

的
と
し
て
ト
レ
ン
チ
調
査
を
行

っ
た
。

福
岡
市
教
育
委
員
会
編
『能
古
島
』
（遺
跡
発
掘
事

前
総
合
調
査
報
告
書

〓
一五
四
集
二

九
九
三
年
）

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
堤
防
工
事
は
三

工
程
に
分
か
れ
、
初
め
は
地
山
の
上
に

二

ｍ
の
盛
上
を
し
、
次
に
そ
の
盛
上

の

中
央
部
を
逆
台
形
に
掘
り
込
ん
で
粘
土

を
入
れ
、
最
後
に
最
上
部

の
盛
上
を
し

た
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
昔
、
ダ
ム
エ

事
に
関
係
し
た
経
験
を
持

つ
筆
者
と
し

て
は
、
こ
の
工
程
の
解
釈
に
は
異
論
を

唱
え
た
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
た
め
池
は
形
式
を

中
心

コ
ア
型
ア
ー
ス
ダ
ム
と
言
わ
れ
る

も
の
で
、
初
め
、
地
山
に
ダ
ム
中
央
部

の
底
を
掘
り
込
み
、
粘
上
で
盛
上
を
す

る

（報
告
書

の
よ
う

に
盛
上
を
掘
り
返

す

の
は
無
駄
）
。
次

に
中
央
部
と
そ
の

上
、
下
流
の
盛
上
を
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に

立
ち
上
げ
て
行
く
。
こ
う
し
て
築
堤
工

事
を
完
了
す
る
が
、
こ
の
工
程
は
昔
も

変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

古

井

戸

「教
会
前
」
バ
ス
停
か
ら
北

へ
二
十

ｍ
、

道
路
際
か
ら
東

へ
一
Ｏ

ｍ
、
雑
木
林
の

中
に
そ
の
古
井
戸
が
あ
る
。

井
戸
は
内
径
七
〇

ｃｍ
、
深
さ
二
・五

ｍ
余
り
、
水
位

一
・四
五

ｍ

（水
路
底

と
同
じ
）
、
井
戸
枠
は
深
さ

一
圭
一
ｍ
ま

で
玄
武
岩
の
空
石
積
み
、
以
下
は
玄
武

岩
風
化
帯
を
素
掘
り
の
ま
ま
で
あ
る

（五
月
二
日
）
。

こ
の
古
井
戸
の

一
〇

ｍ
南
側
に
永
田

久
雄
さ
ん
が
現
在
使
用
中
の
井
戸
（深

さ
七

ｍ
、
水
位
三
上
ハ
母

が
あ

っ
て
、

道
路
に
は
ぼ
平
行
し
て
十

ｍ
間
隔
で
二

本
の
井
戸
が
あ
り
、
古
井
戸
は
南
側
の

井
戸
よ
り
三

ｍ
程
低

い
位
置
に
あ
る
。

水
位
も
○
・八
五

ｍ
低

い
の
で
地
下
水

が
南
か
ら
山
成
り
に
流
れ
て
い
て
、
下

方
の
古
井
戸
は
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

井
戸
の
由
来
を
尋
ね
る
と
、
こ
こ
は

（４
）
で
述
べ
た
弁
当
岩
か
ら
六
Ｏ

ｍ
の

至
近
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
黒
回
公

が
鹿
狩
り
で
島
に
来
ら
れ
て
弁
当
岩
で

休
憩
の
折
、
お
茶
の
接
待
の
た
め
に
掘

牛の水の跡

堤防開肖」部
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ら
れ
た
井
戸
で
は
な

い
か
と
の
こ
と
で

あ
る
。

本ヽ
田
さ
ん
の
井
戸
は
湧
水
量
が
多

い

の
で
、
下
の
弁
当
岩
の
傍
の
自
宅
ま
で

パ
イ
プ
を
引
き
、
サ
イ

フ
ォ
ン
で
自
然

流
下
さ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
、
こ
れ
は

省

エ
ネ

の
見
本
と
も
言
え

る
で
あ

ろ

いつ
。加

え
て
こ
こ
は
玄
武
岩
台
地
の
北
瑞

に
近
く
、
バ
ス
道
路
が
そ
の
台
地
の
西

側
に
沿

っ
て
南
北
に
通
り
、
稜
線
を
越

え
た
台
地
の
東
側
は
大
泊
海
岸
に
続
く

谷
の
谷
頭
が
迫

っ
て
い
る
。
ま
た
、
古

井
戸
の
傍

一
ｍ
束
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
水
路

（幅

一
・
四

ｍ
、
深
さ

一
・
四
五

母

が
あ
り
、
北
東

に
流
れ
て
大
泊
海

岸
に
注
い
で
い
る
。

な
お
、
こ
の

一
帯
は
貯
水
能
力
の
高

い
玄
武
岩
台
地

の
縁
辺
部

に
当
た
り
、

地
下
水
位
も
高

い
と
思
わ
れ
る
が
、
大

泊
海
岸
に
注
ぐ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
が

古
井
戸
の
傍
に
で
き
た
こ
と
で
、
当
時
、

こ
の
付
近
の
地
下
水
事
情
に
大
き
な
変

化
の
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
水
路
掘
削
以
前
は
現
在

よ
り
も
高
か

っ
た
で
あ
ろ
う
古
井
戸
の

水
位
が
、
直
近
で
行
わ
れ
た
水
路
の
掘

削
に
よ
り
、
そ
の
掘
削
深
度
ま
で
急
激

に
下

っ
た
で
あ
ろ
う
と
。

数
は
少
な

い
が
四
月
上
旬
～
五
月
上

旬
の
水
位
デ
ー
タ
に
基
づ
き
大
胆
な
考

察
を
す
れ
ば
、
古
井
戸
は
流
域
及
び
排

水
能
力

の
高

い
水
路

の
影
響
を
受
け
、

降
雨
後
の
水
位
上
昇
及
び
晴
天
後
の
水

位
降
下
は
緩
慢
で
、
そ
の
変
動
幅
は
小

さ
い
。

一
方
、

本ヽ
田
さ
ん
の
井
戸
は
小
流
域

の
た
め
、
降
雨
と
の
運
動
が
考
え
ら
れ

る
が
、
個
人
使
用
も
あ
る
た
め
に
明
確

で
な
い
。

（次
号
に
続
く
）

古井戸

▼
５
月
２
８
日
～
６
月
２
日
、
ア
ク

ロ
ス
福
岡
に
て
「１
９
６
０
～
８
０
年

代
　
福
岡
　
美
術
家
た
ち
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
当
館
所
蔵
の
「谷
ロ
コ
レ

ク
シ
ヨ
ン
」
８
０
余
点
が
展
示
さ
れ
る

と
同
時
に
、
谷
口
治
達
（２
８
日
▼

高
田
茂
度

⌒２
９
日
）
両
先
生
に
御

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
集
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

先
日
、
今
宿
亀
井
家
に
訪
問
す
る
機

会
を
得
た
。
亀
門
学
は
儒
学
で
あ
る
か

ら
、
御
家
族
の
方
々
も
い
わ
ゆ
る
「剛

毅
木
訥
」
な
方
々
で
、
自
堕
落
な
日
常

を
送
る
私
に
と

っ
て
訪
問
前
ま
で
多
少

の
不
安
が
あ

っ
た
が
、
ご
主
人
の
準
輔

氏
を
は
じ
め
奥
様
の
秋
子
氏
も
共
に
物

腰
柔
ら
か
で
気
さ
く
で
あ
り
、
そ
の
不

安
は
直
ぐ
に
消
え
去

っ
た
。

特
に
準
輔
氏
は
亀
井
家
に
関
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
福
岡
地
方
史
全
般
に

お
い
て
造
詣
が
深
い
方
で
あ

っ
た
。
当

家
が
旧
唐
津
街
道
沿
い
に
位
置
す
る

こ
と
も
あ
り
、
今
宿
近
辺
の
宿
場
の

こ
と
や
、
付
近
の
「小
学
」
の
由
来
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
質
問
を
受
け
た
が
、

適
切
に
返
答
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に

次
回
お
会
い
す
る
と
き
ま
で
の
課
題

と
な

っ
た
。

『闇
秀
　
亀
井
少
琴
伝
』
の
「年
譜
」
に

よ
れ
ば
、
今
宿
亀
井
家
は
少
琴
が
夫

源
吾
（雷
首
）と
文
政
七
（１
８
２
４
）年

に
移
り
住
ん
だ
家
で
あ
る
。
家
屋
は

改
築
さ
れ
て
い
た
が
、
幸

い
当
時
使

用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
井
戸
を
拝

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
井
戸

は
、
準
輔
氏

の
御
説
明
に
よ
れ
ば
、

嘉
永
年
間
の
設
置
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
、
準
輔
氏
の
記
憶
で
は
井

戸
の
底
は
孟
宗
竹
が
敷
さ
詰
め
ら
れ
、

浄
化
作
用
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
効
果
の
た
め
か
、
昭

和
３
０
年
頃
ま
で
日
常
生
活
に
利
用

し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
驚
き
で

あ
る
。

突
然
の
訪
問
も
快
く
引
き
受
け
て

下
さ
り
、
こ
の
場
を
か
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
（吉
田
）
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三 欲 今 扶

更 知 夜 桑

踏 花 為 第

月 真 君 一

来 意 開 梅

蓬 花 但 舎

門 径 見 南

今 曾 群 舎

始 不 鴎 北

為 縁 日 皆

君 客 々 春

開 掃 来 水

◆
結
婚
―
艶
詩
（恋
文
の
漠
詩
）
の
応
酬

友
（以
下
少
栞
と
称
す
る
）
は
十
九
歳

で
結
婚
す
る
。
相
手
は
三
音
源
吾
、
後

に
雷
首
と
号
す
る
。
二
十
歳
。
亀
井
昭

陽
の
内
弟
子
で
あ
る
。

少
乗
と
言
首
の
結
婚
を
話
題
と
す
る

際
、
次
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
程
出
て
く
る

挿
話
に
、
艶
詩
の
応
報
が
あ
る
。

【伝
・冒
首
か
ら
少
乗
へ
】

一
一　
八
　
誰
　
家
　
女

蝉

婦

真

可

憐

君
　
範
小　
王
　
上
　
点

我
　
為
　
出
　
頭
　
天

（国
語
訳
）

二
八
（十
六
歳
）ど
の
家
の
娘
か

美
し
く
た
お
や
か
、
本
当
に
可
憐

貴
方
に
王
上
の
点
が
な
け
れ
ば

私
が
出
頭
の
天
に
な
り
ま
し
ょ
う

⌒注
）王
上
の
点

出
頭
の
天
と
も
に
‥
主
＝
夫

【伝
・少
末
か
ら
雷
首
へ
】

（口
語
訳
）

日
本
第

一
の
梅

今
夜
貴
方
の
為
に
開
き
ま
し
ょ
う

花
の
真
意
を
知
り
た
け
れ
ば

深
夜
月
影
を
踏
ん
で
来
な
さ
い
な

こ
れ
が
本
当
な
ら
、
男
の
求
愛
に
対

し
て
大
胆
に
且

つ
艶
一麗
に
、
男
を
誘
う
。

ま
さ
に
堂
々
た
る
第

一
級
の
ラ
ブ

ロ
マ

ン
ス
で
あ
る
。

◆
し
か
し
、
戯
作
と
な
す
説
も
あ
る

第

一
に
草
稿
が
残
さ
れ
て
い
な

い
。

御
当
人
の
述
懐
の
よ
う
な
も
の
も
な
い
。

尤
も
恋
愛
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
残

さ
れ
な
い
の
が
本
当
か
も
。

次
に
二
人
の
年
齢

の
差
が
九
歳
。
こ

の
よ
う
な
恋
情
は
年
齢
が
接
近
し
て
い

て
こ
そ
自
然
で
あ
る
。

二
人
は
確
か
に
師
匠
の
娘
と
門
弟
の

間
柄
で
あ
り
、
親
の
反
対
を
押
し
切

っ

て
の
仲
と
想
像
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、

実
は
二
人
は
再
従
兄
弟

（雷
首
の
祖
母
と

少
乗
の
祖
父
の
南
冥
と
は
姉
弟
＝
前
号

の
系
図
参
照
＝
）
で
あ
り
、
雷
首
は
幼
年

期
か
ら
亀
井
塾
に
入
門
、
後
述

（次
号
）

の
よ
う
に
南
冥
も
昭
陽
も
二
人
を
結
び

付
け
た
く
思

っ
て
い
た
節
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境

に
あ

っ
て
、
厳
格

な
儒
学
者
の
「男
女
七
歳
に
し
て
席
を
同

じ
く
せ
ず
」
の
家
庭
で
、
あ
え
て
艶
詩
を

や
り
取
り
す
る
気
に
な
れ
る
か
。

◆
特
に
少
末
の
艶
詩
は
平
仄
に
不
備

少
栞
の
詩
作
に
つ
い
て
平
灰
を
付
け

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
は
平
字
、
●
は
灰
字
、
◎
は
韻
で
あ
る
。

扶

桑

第

一
梅

○

○

●

●

○

今

夜

為

君

開

○

●

○

○

◎

欲

知

花

真

意

●

○

○

○

●

三

更

踏

月

来

○

○

●

●

◎

右
の
第
二
句
の
二
字
目
と
四
字
目
は

平
灰
を
不
同
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

の
に
同
じ
で
あ
る
。
即
ち
第
二
句
の
四

字
目
の
「真
」
が
問
題
と
な
る
。

少
栞
は
既
に
「筋
死
稿
乙
亥
」
と
題
し

て
漢
詩
九
十
四
を

一
冊
に
ま
と
め
て
い

る
。
右
の
よ
う
な
初
歩
的
な
誤
り
を
お

か
す
筈
は
な
い
。

少
乗
の
艶
詩
は
中
国
唐
代
の
詩
人
杜

甫
の
「杜
甫
車
堂
」
を
ま
ね
た
と
思
う
。

（国
語
訳
）

舎
南
舎
北
皆
な
春
の
水

た
だ
見
る
群
鴎
の
日
々
に
来
る
を

花
径
は
曾
っ
て
客
に
縁
り
て
掃
わ
ず

蓬
門
今
始
め
て
君
が
為
に
開
く

こ
の
詩
は
当
時
漠
学
を
学
ぶ
人
々
に

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
真
似
し
や

す
い
言
い
回
し
と
し
て

「君
の
為
に
開

く
」
の
あ
た
り
は
、
慣
用
句
で
も
あ

っ
た

亀井少乗 (画)=雷首 (賛)蟹 図
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ぴ
た
ユ
ん

た

押
潜

史

代
祥

　

　

】

す
貧

工
ぬ

た新
景
マ
響

編

ろ
う
。
少
乗
程
の
教
養
レ
ベ
ル
に
あ
る

も
の
が
真
情
を
吐
露
し
た
に
し
て
は
安

っ
ぽ
い
感
じ
で
あ
る
。

◆
亀
井
門
下
生
が
戯
れ
に
作
り
、
流
布

し
た断
定
は
で
き
な

い
が
、
少
乗
の
自
作

説
は
根
拠
が
薄

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

雷
首
の
作
は
押
韻
、
平
灰
と
も
に
誤
り

は
見
ら
れ
な

い
が
、
少
乗
の
自
作
説
の

「分

（ぶ
と
が
悪

い
の
を
受
け
て
、
こ
ち

ら
の
方
も
順
色
が
悪
い
。

従

っ
て
私
に
は
二
人
の
渓
詩
の
応
酬

は
な
く
、
周
辺
の
他
人
即
ち
二
人
の
醸

す
雰
囲
気
を
知
る
門
舜
達

（複
数
）
の
酒

間
の
戯

（ザ
）
れ
作
と

い
う
気
が
し
て
な

ら
な
い
。

◆
こ
の
挿
話
は
少
茉
を

一
般
世
間
で
有

名
に
し
た

今
で
い
え
ば
ス
タ
ー
的
立
場
を
獲
得

し
た
よ
う
な
も
の
。
漢
学
界
で
は
少
乗

の
量
甲
画
圭
討
の
優
れ
た
能
力
は
知
れ
渡

っ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
少
乗
に

性
問
達
に
し
て
開
放
な
印
象
を
与
え
、

親
し
み
や
す
い
も
の
と
し
て
受
け
取
ら

れ
た
。
当
時
の
窮
屈
な
社
会
に
あ

っ
て
、

魅
力
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
今
で

い
え
ば
イ
メ
ー
ジ
先
行
現
象
で
あ
ろ

つヽ
。こ

の
挿
話
が
何
時

の
頃
か
ら
世
間
に

広
が

っ
た
か
判
然
と
し
な

い
が
、
彼
女

四
十
八
歳

の
弘
化
二
年

曇

八
四
五
）
の

こ
と
。
日
回
の
広
瀬
淡
窓
が
大
村
藩
謡

義
か
ら
帰
途
、
旅
程
を
変
え
て
層
津
領

か
ら
浜
崎
、
前
原
を
経
て
今
宿
に
至

っ

た
。
雷
首
と
少
乗
に
会

い
、
次

い
で
百

道
の
亀
井
本
家
に
昭
陽
の
未
亡
人
伊
智

を
訪
れ
る
た
め
で
あ
る
。

◆
少
茉
を
早
く
見
た
か
っ
た

今
宿

の
書
斎
に
、
淡
窓
が
入
る
と
同

時
に
随
行
し
て
い
た
門
人
達
が
ど
や
ど

や
と
、　
一
緒

に
入
室
し
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
場
合
の
礼
儀
と
し
て
、
先
ず
師
が

は
い
り
、
次
の
部
屋
に
随
行
者
が
待

つ
。

師
が
挨
拶
し
て
か
ら
後
、
弟
子
を
呼
び

込
み
、
そ
の
後
で

一
同
静
か
に
入
る
の

が
正
し
い
。

後
刻
、
お
そ
ら
く
姪
浜
宿
で
師
弟
が

昼
食
し
た
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
淡
窓

は
先
刻
の
無
礼
を
咎
め
た
。
門
弟

一
同
、

返
す
言
葉
も
な
か

っ
た
が
、
そ
の
内

一

人
が

「少
乗
を
早
く
見
た
か

っ
た
も

の

で
す
か
ら
」
と
。
全
員
は
心
中
を
語
ら
れ

た
思
い
で
、
相

い
槌
を
う

つ
よ
う
に
ド

ッ
ト
笑

っ
た
。
淡
窓
も

い
さ
さ
か
笑

っ

た
よ
う
で
そ
れ
以
上
言
葉
を
出
さ
な
か

っ
た
。

以
上
は
淡
窓
の
問
弟
の
旅
記
録
係

の

記
録
。
原
文
「是
日
先
生
即
座
。
相
接
而

進
。
帰
路
先
生
回
。
何
不
待
予
紹
介
。

答
日
。
急
か
見
少
乗
耳
。　
一
行
映
然
」

こ
の
時
少
乗
は
結
婚
後
三
十
年
経
て

い
る
。
そ
れ
で
も

こ
の
よ
う
な
人
気
ぶ

り
で
あ

っ
た
。

◆
雷
首
は
亀
井
の
姓
を
称
す
る

い
わ
ば
入
夫
婚
姻
（入
り
婿
）
で
あ
る
。

但

し
雷
首
は
武
士
身
分

で
は
な

い
の

で
、
藩

の
「諸
士
系
譜
」
亀
井
家
の
項
に

登
録
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
勿

論
藩
許
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
父

昭
陽
に
対
す
る
信
頼
も
あ

っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
雷
首
の
生
家
が
恰
土
郡
井
原
村

（現
前
原
市
井
原
）
の
圧
屋
の
係
累
に
属

し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
藩
許
を
円
滑

に
進
め
た
。
雷
首
は
庶
民
か
ら
武
士
身

分
と
な

っ
た
。

後

「買
両
侃
刀
子
江
戸
価
四
園
」
即
ち

大
小
刀
摘
を
四
十
両
で
江
戸
に
注
文
し

て
も
い
る
。

当
初
は
井
原
村

に
新
居
を
建

て
る

が
、
五
年
後
百
道
の
昭
陽
の
元
に
移
る
。

雷
首
は
昭
陽
に
と

っ
て
全
く
気
の
お
け

な

い
最
愛
の
酒
相
手
で
、
そ
の
人
柄
と

い
い
「良
き
婚
ど
の
」
で
あ

っ
た
。
少
乗

は
父
の
著
述
の
手
助
け
、
既
著
の
筆
写

と
と
も
に
、
ま
だ
未
熟
の
二
弟
、
義

一

郎

⌒蓬
洲
）
と
鉄
次
郎

（暢
洲
）
教
育
の
補

佐
、
母
伊
智
の
相
談
相
手
で
あ

っ
た
。

◆
ズ
フ
宿
亀
井
家
」
を
立
て
る

百
道
に
居
る
こ
と
二
年
、
夫
婦
は
今

宿
村
に

一
戸
を
か
ま
え
た
。
百
道
屋
敷

内
の
二
人
の
居
室

「好
音
一号
」
を
移
築
し

た
。
こ
の
好
音
亭
は
井
原
村
か
ら
百
道

に
移
し
た
も
の
で
、
三
度
目
の
移
築
で

あ
る
。

雷
首
は
儒
家
と
医
家

を
合
わ
せ
営
む
「儒
医
兼

帯
」
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
、
少
乗
は
雷
首
を
助
け

て
儒
家
を
分
担
。
教
育

と
合
わ
せ
て
詩
圭
冒
画
の
分
野
で
の
才

能
を
全
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（次
号
に
続
く
）

駅

偽
1特

亀井少宋 鶴 図自題画

今宿亀井家全景と現存する古井戸
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【法
人
協
賛
会
員
】

日
原
土
井
病
院

ワ

タ

キ

ュ
ー

セ

イ

モ

ア
ｍ

ｍ

福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ー

ス

側

ア
ー

ル

ア

ン
ド

エ
ム

硼

ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

福
岡
桜
坂
郵
便
局

鬼
鞍
信
孝

福
岡
能
古
郵
便
局

西
方
俊
司

福
岡
赤
坂
郵
便
周

戸
田
正
義

日
清
医
療
食
品
ｍ

福
岡
支
店

ｍ
福
岡
経
営
管

理
セ

ン
タ
ー

い

サ

ン

コ
ー

ロ

恵

光

会

原
病

院

硼

西
日
本

銀

行

和

自
支

店

側

西
日
本
銀
行

千
代
町
支
店

硼

西
日
本

銀

行

香
椎

支

店

伽

西
日
本

銀

行

土
井

支

店

船

西
日
本
銀
行
福
岡
流
通
セ
ン
タ
ー
支
店

硼

西
日
本

銀

行

新

宮
支

店

硼

西
日
本

銀

行

箱
崎

支

店

伽

西
日
本

銀

行

久

山
支

店

０

サ

ン
ネ

ツ
ト

ｍ

福

砂

屋

帥

昭

和

鉄

工

井

本

医

科

器

機

佛

に

笠

松

会

有

吉

病

院

船

セ

ン

タ

ー

ビ

ジ

ネ

ス

伺
ウ
エ
ダ
建
築
社

九
州
防
災
工
業
伽

伺
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

伺
豊
友
設
備

総
合
産
業
０

ｍ

ニ
ツ

コ
ク

ト

ラ

ス
ト

側

メ

イ

デ

ン

敬
称
略
　
順
不
同
）

ダ
イ
ア
ド
船

ｍ
ホ
ス
ピ
カ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
倉

口
福
岡
ワ
ハ
ピ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

口
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

伽
ニ
チ
回
九
州
支
社

宗
教
法
人
善
隣
教

ｍ
リ
コ
ー
商
会

働
橋
本
組

下
山
工
業
伽

学
校
法
人
原
学
園

棚
唐
人
町
プ
ラ
ザ
甘
棠
館

大
和
産
業
ｍ
福
岡
支
店

社
会
福
祉
法
人
福
岡
ひ
ま
わ
り
の
里

関 敏 巳 様 たくさんの花樹を頂戴し、

香立スミヱ様 誠
に有難うございました。

松
本

盛

二
③

森
立
石

武
泰
①

南
　
誠
次
郎
⑫

一一
伊
藤

　

茂
①

中
山

重
夫
②

技
玉
置

貞
正
⑬

菅

　

直
登
③

韓
水
田

和
夫
④

早
船
　
正
夫
①

森一
木
戸

龍

一
①

浄

満

寺

①

や一
岡
部
六
弥
太
①

奥
村

宏
直
⑦

孝一
星
野
万
里
子
⑥

笠
井

徳
三
②

練
吉
村

雪
江
③

荒
木

靖
邦
③

幸
安
松

勇

一
①

安
陪

光
正
⑤

森
上
国

良

一
②

亀
井

准
輔
⑩

率
高
田

辻
空

一◎

熊
谷

雅
子
⑥

石
橋

観

一
②

木
原

敬
吉
③

坂
田

貞
治
⑥

庄
野

直
彦
④

原
田

國
雄
②

森
光

英
子
③

永
井

　

功
⑦

緒
方

益
男
②

浦
上

　

健
⑥

山
本

　

稔
③

田
中

貞
輝
③

武
内

隆
恭
②

白
水

義
晴
⑦

石
野
智
恵
子
①

翠
川

文
子
⑥

多
々
羅
節
子
①

熊
谷

豪
三
②

有
江

　

勉
①

山
崎

　

拓
①

七
熊

太
郎
②

西
喜

代
松
⑥

片
桐

寛
子
②

具
島

菊
乃
⑤

瀧
　
栄
二
郎
③

西
村

俊
隆
⑥

開
石

散
人
②

矢
部

俊
幸
①

上
原

孝
正
①

桑
野

次
男
③

藤
木

充
子
①

和
国

宏
子
①

板
木

継
生
②

行
成

静
子
①

片
岡

洋

一
①

石
川

文
之
③

橋
本

敏
夫
⑦

山
内
重
太
郎
⑤

都
筑

久
馬
⑦

斎
藤

　

拓
③

横
山

智

一
⑤

古
賀

主月
子
①

宮
崎

　

集
⑦

西

　

政
憲
③

岡
本

金
蔵
⑦

三
宅

碧
子
①

星
野

金
子
⑦

林
　
十
九
楼
③

宮

　

徹
男
②

安
永

友
儀
③

織
田
喜
代
治
⑥

上
田

　

博
①

鶴
田
ス
ミ
子
⑦

塚
本
美
和
子
⑥

伊
藤

康
彦
⑤

寺
同

秀
宣
④

原
田

種
美
⑤

奥
田

　

稔
⑦

石
橋

こ月
助
③

井
上

敏
枝
⑤

吉
原

湖
水
①

隈
丸

達相
次
⑦

【協
賛
会
会
員
ポ

【友
の
会
会
員
】
吉
冨
と
き
代
⑤

浜
野
信

一
郎
⑤

大
山

宇

一
⑥

実
山

政
志
⑥

川
島

貞
雄
⑥

中序
　

洋
子
⑤

柳
山
美
多
恵
０

久
方

正
隆
③

半
田

耕
典
⑥

武
藤

瑞
こ
④

荘
山

雅
敏
⑥

吉
田

洋

一
⑤

永
岡
喜
代
太
⑦

神
戸

純
子
④

渡
辺
美
津
子
⑤

山
田

博
子
⑦

佐
藤

泰
弘
⑥

前
田

静
子
④

飯
田

　

晃
⑤

神
戸

　

聡
③

田
里

朝
男
④

吉
田
　
一
郎
①

池
田

修
三
⑥

岩
谷

正
子
③

小
川

正
幸
②

権
藤

菊
朗
②

井
手
俊

一
郎
②

増
田

主義
哉
④

宮
嶋
熊
太
郎
⑥

土
井

千
草
①

松
坂

洋
昌
④

稲
永

　

実
①

鹿
毛

博
通
④

古
川

映
子
⑤

松
井

俊
規
④

衛
藤

博
史
④

伊
藤

泰
輔
③

田
代

直
輝
⑩

西
村

達
頭
③

執
行

敏
彦
④

渡
辺
千
代
子
②

後
藤

和
子
⑦

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
⑩

川
田

啓
治
③

足
達

輔
治
⑤

中
村
ひ
ろ
え
③

古
賀

謹

二
⑦

野
尻

敬
子
③

大
野

幸
治
⑤

櫛
田

正
己
⑤

青
木
良
之
助
◎

神
崎
憲
五
郎
⑦

金
子

柳
水
⑤

佐
野

　

至
③

井
手

親
栄
①

宮
崎

春
夫
①

鬼
丸

塾石
山
⑦

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山

元
治
③

吉
瀬

出不
雄
①

古
賀

主義
朗
⑩

西
山

正
昭
⑦

市
丸
喜

一
郎
②

豊
島

嘉
穂
②

庄
野

陽

一
⑦

守
瀬

孝

二
①

鋤
田

祥
子
⑤

甲
本

達
也
①

日
本

政
宏
⑥

鳥
井
裕
美
子
②

漫
北

折
［
郎
①

大
塚

博
久
⑦

小
山

一昌
夫
③

辻
本

雅
史
⑤

松
田

　

注拒
⑦

杉
浦

五
郎
⑦

中
野

自田
子
⑦

大
谷

英
彦
④

野
崎

逸
郎
⑥

住
本

　

市霞
③

山
根
ち
ず
子
①

村
山

士
］
廣
③

住
本

直
之
③

大
島

節
子
④

間
所
ひ
さ
子
⑮

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
孝
②

井
上

奇臼
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
確
雄
①

白
井

京
子
⑦

原

　

礼
子
①

小
堀
百
合
子
①

原

　

康

二
①

原

　

牧
子
①

杉
　
み
ど
り
③

原
　

祐

一
①

山
下

革帰
久
②

杉
原

正
毅
④

大
久
保
　
由升
②

党

　

隆
雄
④

福
澤

自日
弘
②

小
嶋

幸
雅
③

福
本

孝
行
④

樋
口

陽

一
②

片
桐

造雪

一②

木
下

　

勤
③

酒
井
カ
ツ
ヨ
③

島

　

義
博
③

田
上

紀
子
⑥

中
畑

孝
信
③

西
島

道
子
⑮

西
嶋

洋
子
③

村
上

靖
朝
⑤

獄
村

　

魁
③

木
原

光
男
⑤

庄

野
健

次
⑦

鈴
木
恵
津
子
⑥

田
中

加

代
④

冨
永
紗
智
子
①

吉
村

陽
子
⑦

松
本
雄

一
郎
⑦

石
橋

善
弘
④

徳
重

　

認
①

岩
淵

謙
治
⑦

岸
本

雄

二
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雄
文
③

西
嶋

克
司
④

樺
島

政
信
③

丸
橋

天乃
雅
⑤

井
上

　

こ月
②

上
杉

和
橋
①

木
村

秀
明
⑤

富
日

英
寿
⑥

野
上

哲
子
①

益
尾

天
獄
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
①

荻
野

中
心
行
②

藤
田
　
一
枝
②

松
尾

革帰
美
②

蓮
尾

正
博
②

森

　

祐
行
②

吉
安

蓉
子
①

村
上

　

牧
②

小
谷

修

一
②

阿
部

口日
弘
②

結
城

　

進
①

永
石

順
洋
③

重
松

史
郎
①

藤
士
ロ
マ
ツ
ヱ
②

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

龍
①

山
本

光
玄
②

吉
開

史
劇
①

田
中

靖
高
①

香
一立
る

三ヽ

①

藤
瀬
三
枝
子
②

野
見
山
　
実
①

頃
末

隆
英
①

友
原

静
生
①

森
口

智
子
①

山
本

信
行
①

山

見
商

会
②

銀
座
玄
和
堂
診
療
所
（Ｕ

尾
澤

　

健
①

井

上

陽

一
①

寿

美

電
気
①

矢

野
鈴

子
①

藤

崎

和

子
①

宮

崎

正
直
①

※
新
規
の
御
加
入
⌒先
号
以
後
、
平
成
十
四
年
五

月
十
五
日
現
在
）を
、
記
載
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
年
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
海裾
残

協
賛
会

（個
人
）年
間
１
万
円
（何
日
で
も
可
）

〃
　

（法
人
）年
間
３
万
円
⌒何
日
で
も
可
）

友
の
会

年
間
３
千
円
（何
日
で
も
可
）

⌒館
の
活
動
、
館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

〔
軸
舗
勝
嶋
補
珊
岬
森

施
設
整
備
等
の

〕

納
入
方
法
＝
郵
使
振
者
０
１
７
３
０
‐９
‐６
０
９
７
０

財
同
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、
そ
の
都
度
不
誌
に
掲

載
、
以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社


